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英

図

統

治

下

の
守'

フ

イ

人

口大

爺

柴

皇
樺
の
下
、
新
た
な
る
隠
山
県
を
創
造
し
つ
L

あ
る
南
方
の
諸
地
域
は
、
大
東
亜
鞍
争
に
至
る
ま
で
タ
イ
闘
を
除
い
て
悉
く
蹴
州
諸

園
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
長
き
は
数
世
紀
に
亙
る
鍬
洲
の
統
治
に
依
っ
て
、
此
等
の
地
域
は
文
化
的
、
経
情
的
、
一
位
合
的
に
多
く
の

影
響
を
蒙
り
来
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
其
の
刻
印
の
深
さ
は
決
し
て
到
る
臨
一
様
で
は
な
く
、
各
地
械
の
聞
で
著
し
く
異
た
る
も
の

が
あ
る
。
敏
洲
支
配
岡
家
の
影
響
を
謂
は
む
表
面
的
に
の
み
受
け
、
共
の
住
民
の
本
来
の
生
活
の
褒
同
時
に
大
な
る
饗
化
を
蒙
ら
な
か

っ
た
地
域
も
あ
れ
ば
、
根
本
的
に
そ
の
影
響
を
蒙
っ
て
境
形
さ
れ
た
地
域
も
あ
り
、
蹴
酬
の
勢
力
に
依
ワ
て
殆
ん
P
」
無
か
ら
例
也
さ

れ
た
か
の
感
を
輿
へ
ら
れ
る
地
域
も
叉
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

今
日
我
が
軍
政
下
に
南
方
軽
傍
の
重
要
嬢
賠
と
な
っ
て
ゐ
る
マ
ラ
イ
の
如
き
は
査
し
此
の
最
後
の
も
の
に
屈
し
、
共
の
今
日
の
性

格
を
直
接
英
闘
統
治
の
結
果
と
し
て
獲
得
し
た
の
で
る
る
。
此
の
「
英
闘
製
」
と
も
栴
し
得
る
マ
ラ
イ
植
民
地
の
特
聞
を
、
人
口
の

両
か
ら
観
察
し
、
共
の
費
還
と
現
欽
の
犬
要
を
述
べ
て
見
た
い
。

奮
英
領
マ
ラ
イ
は
南
方
諸
地
域
中
で
設
も
高
ま
れ
た
地
理
的
位
置
を
占
め
て
ゐ
る
。

ア
ジ
ア
大
陸
か
ら
南
方
に
突
出
す
る
大
応
ア
品

の
尖
端
部
に
位
し
、
墜
沃
た
東
イ
ン
ド
諸
島
中
に
深
く
突
入
し
て
、
印
度
洋
か
ら
支
那
海
に
至
る
古
来
の
東
西
交
通
路
と
、
蹴
人
の

進
出
以
来
新
た
に
重
要
性
を
得
た
ス
ン
ダ
、

モ
ル
ツ
カ
等
の
島
々
を
蹴
洲
ξ
結
ふ
通
商
路
と
を
拐
し
て
ゐ
る
。
叉
赤
道
下
に
仏
似
し
周

園
を
海
に
固
ま
れ
て
、
周
年
の
高
温
と
多
量
の
降
雨
と
は
農
業
的
危
間
裂
に
有
望
な
某
礎
を
提
供
し
て
ゐ
る
。

英
園
統
治
下
の
マ
ラ
イ
人
口

一一一七



英
図
統
治
下
の
マ
ラ
イ
人
口

一一一入

し
か
し
な
が
ら
マ
ラ
イ
の
か
L

る
有
利
な
僚
件
が
全
面
的
に
利
用
さ
れ
護
展
せ
し
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
十
九
世
紀
の
英
岡

の
進
出
、
特
に
一
八
七
同
年
、
海
峡
杭
民
地
に
加
へ
て
マ
ラ
イ
聯
邦
諸
州
が
共
の
支
町
下
に
置
か
れ
て
の
以
後
の
事
に
他
な
ら
ぬ
。

そ
れ
以
前
の
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
、
又
オ
ラ
ン
ダ
の
マ
ラ
イ
に
於
け
る
征
靭
は
、
同
蹴
諸
凶
の
、
産
業
革
命
に
先
ん
や
る
中
間
商
業
的

杭
民
運
動
山
時
代
に
臆
じ
て
、
相
此
地
物
資
の
中
檎
地
確
保
と
し
て
の
意
味
し
か
持
た
や
、
限
れ
る
資
源
の
新
た
な
組
織
的
関
殻
の

如
き
は
金
く
等
閑
脱
さ
れ
て
ゐ
た
。
マ
ラ
イ
学
烏
は
未
だ
原
住
マ
ラ
イ
人
の
闘
で
あ
っ
た
。

今
此
の
マ
ラ
イ
人

ω
臆
・
史
に
就
い
て
一
顧
す
る
と
、

マ
ラ
イ
牛
島
氏
原
始
諸
民
放
が
接
摘
し
た
歴
史
は
古
い
、
ア
ジ
ア
大
陸
巾
・
穴

の
高
原
地
帯
か
ら
南
下
す
る
連
嶺
は
有
史
以
前
よ
り
人
種
移
動
の
大
街
路
で
る
り
、
数
多
く
の
人
種
の
波
が
此
の
山
嶺
か
ら
マ
ラ
イ

宇
品
を
過
ぎ
て
東
イ
ン
ド
諸
島
へ
移
動
し
、
北
の
鈴
波
は
遠
く
太
平
洋
上
の
諸
島
に
及
ん
で
ゐ
る
。
今
日
ス
マ
ト
ラ
、
ボ
ル
ネ
オ
、

セ
レ
ベ
ス
島

ω
山
聞
に
居
住
す
る
富
マ
ラ
イ
系
種
抜
も
、
ジ
ヤ
ワ
を
筆
頭
に
数
千
前
向
に
達
す
る
新
マ
ラ
イ
系
種
挟
も
悉
く
マ
ラ
イ
な

通
過
し
つ

L
南
下
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
此
世
帯
の
北
方
よ
り
移
動
し
来
っ
た
諸
民
伎
は
共
の
居
住
地
と
し
て
、
比
較
的
高
燥
な

健
康
に
過
し
た
気
候
の
地
を
好
み
、
ま
づ
火
山
地
帯
の
山
間
盆
地
を
求
め
、
低
様
地
を
避
け
る
も
の
で
る
り
、
従
っ
て
高
温
と
絶
え
ざ

る
降
悶
を
心
旬
し
兆
一
だ
し
い
低
地
密
林
に
蔽
は
れ
た
マ
ラ
イ
宇
島
は
居
住
地
と
し
て
選
ば
れ
・
な
か
っ
た
。

そ
の
銭
に
マ
ラ
イ
に
古
く
上

り
今
日
ま
で
居
住
し
来
っ
た
種
族
は
滅
亡
に
瀕
し
て
ゐ
る
ネ
グ
リ

l
ト
、
サ
カ
イ
、
ジ
ヤ
ク
ン
等
の
、
競
争
に
敗
れ
た
原
始
的
友
劣

等
種
族
の
み
に
限
ら
れ
て
、
今
日
の
牛
島
マ
ラ
イ
人
の
中
心
で
あ
る
新
マ
ラ
イ
放
の
定
着
は
極
め
て
新
し
い
時
代
の
出
来
事
に
同
ず

る
。
即
封
岸
の
ス
マ
ト
ラ
に
於
い
て
護
展
し
諸
王
闘
を
形
成
し
た
新
マ
ラ
イ
人
が
マ
ラ
イ
半
島
に
移
住
し
来
っ
た
の
は
西
暦
十
一
一
一
一
.

世
紀
か
ら
十
五
世
紀
に
亙
つ
て
の
事
で
あ
っ
て
、
水
岡
耕
作
民
族
た
る
彼
等
は
直
ち
に
先
住
の
ジ
ヤ
ク
ン
、
サ
カ
イ
等
に
封
し
て
優

越
し
た
地
位
を
控
刊
し
牛
島
一
帯
に
定
住
す
る
に
至
っ
た
。
東
南
ア
ジ
ア
地
帯
に
於
け
る
水
田
耕
作
民
族
の
居
住
の
通
則
と
し
て
、

そ
の
居
休
地
域
の
瞬
々
は
極
め
て
徐
々
た
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
小
地
域
内
で
の
稿
集
は
屡
々
異
常
な
大
き
さ
に
建
す
る
と
と
が

多
い
の
で
あ
る
の

マ
ラ
イ
キ
ぬ
に
あ
っ
て
も
又
此

ω例
κ出
れ
や
、
西
海
岸
一
部
の
次
回
遊
成
の
容
易
な
地
域
に
は
、
自
給
自
足
耗



神
b

包
替
み
つ
L

相
岱
の
密
集
を
見
た
の
で
あ
っ
た
が
、
向
全
土
は
殆
ん
ど
未
開
拓
の
ま
』
宥
林
に
離
は
れ
、
会
障
と
し
て
人
口
極
め

て
稀
少
な
る
ま
L

に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
オ
ラ
ン
ダ
入
と
の
接
簡
O
時
代
を
経
て
英
人
の
渡
米
を
迎
へ
た
の
で
あ
っ
た
。
此
の
原
作
マ
ラ

イ
人
の
経
掛

l
l低
生
活
水
準
に
甘
ん
や
る
什
給
日
経
の
水
田
農
耕
は
、
共
後
の
マ
ラ
イ
農
業
の
異
常
念
護
隠
岐
に
も
影
響
を
受
け
る

と
と
友
く
、
今
日
向
マ
ラ
イ
農
業
の
設
も
古
い
耐
と
し
て
留
っ
て
ゐ
る
。

英
闘
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戟
挙
後
一
八

-oi二
0
年
代
に
、
従
来
よ
り
マ
ラ
イ
に
お
す
る
根
擦
地
と
し
て
経
皆
し
て
ゐ
た
ビ
ナ
ン
に

加
へ
て
、
要
筒
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
奮
蘭
領
マ
ラ
ツ
カ
と
b

乱
獲
山
内
し
、
マ
ラ
イ
牛
島
か
ら
競
争
勢
力
を
一
掃
し
た
。

L
か
し
以
後
学
世

紀
の
問
、
マ
ラ
イ
の
積
極
的
開
震
に
劃
し
て
英
闘
は
何
等
の
関
心
を
示
さ
な
か
づ
た
。
共
の
努
力
は
中
纏
貿
易
港
と
し
て
白
海
峡
植

民
地
諸
地
の
繋
柴
に
向
け
ら
れ
、
特
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
共
の
優
秀
な
位
置
に
依
っ
て
嘗
て
の
マ
ラ
ツ
カ
、
ピ
ナ
ン
を
凌
い
で
大
・
通

過
貿
易
港
B
F
，
し
て
の
地
位
を
国
め
た
の
で
あ
っ
た
。

海
峡
他
民
地
の
護
展
と
共
に
マ
ラ
イ
半
島
に
は
華
僑
が
臨
ん
ベ
と
流
入
し
始
め
た
。
元
来
交
此
支
那
や
マ
ラ
イ
半
島
と
支
那
と
の
交

渉
は
欧
人
の
渡
来
に
遥
か
に
先
ん
や
る
も
の
で
あ
り
、
規
模
は
小
さ
い
が
裸
強
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
海
峡
杭
民
地
に
治
安
と
繁

柴
と
が
粛
ら
さ
れ
る
や
、
共
の
波
来
は
規
則
的
た
大
き
な
も
の
と
な
っ
た
。
彼
等
は
港
市
に
於
い
て
商
業
L
C
各
種
の
附
労
働

κ従
事
す

る
と
共
に
一
部
は
進
ん
で
内
陸
に
入
り
、
古
く
よ
り
知
ら
れ
来
っ
た
錫
鏑
山
を
そ
の
資
本
ム
」
勢
倒
と
を
以
て
濁
山
的
に
開
費
す
る
に

歪
っ
た
の
で
あ
る
。

マ
ラ
イ
植
民
地
殻
民
の
重
要
な
輔
回
鮪
は
一
八
六
七
年
の
海
峡
杭
民
地
(
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ピ
ナ
ン
、

マ
ラ
ツ
カ
の
一
一
.
港
と
狭
小

な
後
背
地
を
含
む
〉
の
イ
ン
ド
政
臨
か
ら
の
調
立
と
、

一
八
七
同
年
の
ぺ
ラ
、
セ
ラ
ン
ゴ

l
ル
、
ネ
グ
リ
セ
ン
ピ
ラ
ン
等
諸
州
に
封

す
る
保
護
模
獲
得
で
る
っ
た
。
此
の
後
に
マ
ラ
イ
聯
邦
州
を
形
成
し
た
諸
州
と
そ
共
後
の
マ
ラ
イ
殻
民
の
巾
核
と
な
っ
た
地
域
で
あ

っ
た
が
、
常
時
の
航
態
は
殆
ん
ど
未
聞
の
ま
h

で
あ
っ
て
、
今
日
二
百
寓
の
人
口
を
有
す
る
ペ
ラ
、
セ
ラ
ン
ゴ

1
ル
、
ネ
グ
リ
セ
ン

英
閤
統
治
下
の
マ
ラ
イ
人
口

一一一九



英
園
統
治
下
の
守
一
ブ
ィ
人
口

一一一一
O

へl
v

ピ
ラ
ン
一
三
州
は
領
有
後
五
年
山
一
八
七
九
年
に
十
瓦
寓
を
僅
か
に
超
ゆ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
金
マ
ラ
イ
牟
島
は
尚
欝
蒼
た
る
原
生
林

に
蔽
は
れ
、
共
の
中
を
蛇
行
す
る
河
川
の
み
が
内
陸
に
遇
ヒ
得
る
唯
一
の
通
路
で
あ
っ
た
。
斯
か
る
昨
病
未
聞
の
地
1
1
i杭
民
地
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
入
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
シ
ヤ
ム
市
境
に
至
る
牛
島
の
州
の
名
を
会
部
拳
げ
得
た
も
の
は
恐
ら
く
一
人
も
居
た
い
ハ
ス

ウ
エ
ツ
テ
ナ
ム

)
l
lを
英
岡
が
敢
て
共
の
支
配
下
K
収
め
た
動
機
は
決
し
て
明
瞭
で
な
い
。
表
耐
に
現
れ
た
限
り
で
は
、
此
等
諸

州
に
於
け
る
内
政
-K
の
紛
糾
の
翁
に
海
峡
植
民
地
の
背
後
の
治
安
が
挺
さ
れ
、
通
商
維
持
の
震
に
治
安
の
快
復
が
必
要
で
あ
っ
た
。

得
を
目
ざ
し
た
と
も
言
ひ
如
何
る
。
し
か
し
な
が
ら
英
岡
の
此
白
地
方
の
占
領
は
、

叉
現
貫
の
粧
情
的
利
径
と
し
て
は
、
首
時
マ
ラ
イ
設
大
の
宮
源
と
し
て
華
僑
の
手
に
依
っ
て
稼
行
さ
れ
て
ゐ
た
、
錫
鏑
山
地
帯
の
獲

一
八
七

O
年
の
ス
エ
ズ
運
河
開
通
を
契
機
と
し
、

英
本
園

ω
粧
桝
的
成
熟
と
相
侠
っ
て
新
た
な
未
来
が
此
の
原
生
林
の
閣
の
上
に
現
れ
来
っ
た
正
し
く
其
の
時
で
も
あ
っ
た
。

領
東
f
ン
ド
の
開
張
が
同
じ
く
一
八
七
の
年
を
境
と
し
て
躍
進
を
開
始
し
た
と
と
は
注
意
&
惹
く
。
)

一
八
七
四
年
以
降
、
内
陸
諸
州
は
念
速
に
問
議
さ
れ
た
。
そ
れ
は
向
多
く
華
僑
の
資
本
と
畑
労
働
と
に
基
く
も
の
で
あ
り
、
錫
鯨
山
市
世

勺
私
自
繭

業
が
中
心
で
る
っ
た
。
英
人
白
資
本
は
最
初
は
企
業
自
躍
に
投
ぜ
ら
れ
る
と
と
な
く
、
政
臨
の
手
に
依
り
、
治
安
の
維
持
と
館
道
、

道
路
及
通
信
設
備
の
建
設
、
次
聞
の
需
に
僻
班
工
事
の
施
行
等
に
投
ぜ
ら
れ
る
に
止
っ
た
。
敵
人
に
依
る
農
業
開
護
は
セ
イ
ロ
ン
ぬ

か
ら
移
住
し
た
農
園
経
醤
者
に
依
っ
て
一
八
八

O
年
頃
か
ら
着
手
さ
れ
て
、
最
初
コ
ー
ヒ
ー
の
大
規
模
な
植
付
が
行
は
れ
た
が
、
相

場
の
下
落
と
病
害
と
の
翁
に
全
滅
に
瀕
し
、
そ
の
危
機
に
際
し
て
パ
ラ
ゴ
ム
の
栽
培
が
開
始
さ
れ
た
。
ゴ
ム
栽
培
の
護
展
は
共
後
マ

ラ
イ
植
民
地
の
鰹
情
的
護
展
と
殆
ん
ど
同
一
一
叫
し
得
る
ま
で
に
重
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
嘗
初
に
あ
っ
て
は
需
要
り
噌
加

は
向
綬
漫
な
も
の
で
あ
り
、
一
九
心

O
年
前
後
に
至
。
て
~
初
め
て
ゴ
ム
景
集
と
稿
す
べ
き
も
の
が
現
れ
る
に
至
っ
た
の
で
る
る
。
共

後
第
一
次
大
戦
を
契
機
と
し
て
ゴ
ム
に
叶
す
る
需
要
は
飛
躍
的
に
増
大
山
v

以
後
時
に
世
界
不
況
の
影
響
を
受
け
て
一
時
的
な
需
要

減
退
を
見
た
と
と
は
あ
っ
て
も
、
日
動
車
工
業
の
著

L
い
殻
民
が
ゴ
ム
消
費
量
を
年
々
よ
り
搭
犬
な
も
の
と
し
た
。
従
っ
て
マ
ラ
イ

(

p

t

)

(

8

)

ベ

D
)

に
於
け
る
ゴ
ム
農
閑
企
業
、
は
そ
の
資
本
投
下
に
於
い
て
、
そ
の
経
管
面
積

κ於
い
て
、
そ
の
生
岸
記
於
い
て
年
々
躍
進
を
遂
げ
、
途



κ
マ
ラ
イ
金
経
捕
の
巨
大
左
中
心
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ゴ
ム
栽
培
が
隆
盛
と
な
る
以
前
殆
ん
ど
唯
一
の
重
要
な
応
業
で
あ
っ
た
錫
は
卜
九
世
紀
末
か
ら
今
世
紀
の
始
に
か
け
て
盛
に
設
M
服

し
た
が
、
大
戟
後
ゴ
ム
と
反
封
に
そ
の
需
要
増
加
が
概
し
て
遅
k

た
る
も
の
で

b
っ
て
、
相
到
的
に
は
次
第
に
重
要
性
b
L
失
っ
た
。

敏
人
の
資
本
は
従
来
華
僑
資
本
の
潤
占
す
る
庭
で
あ
っ
た
此
の
部
門
に
も
進
出
し
、
特
に
一
九
二
六
、
七
年
の
錫
相
場
騰
貴
に
際
し

て
錫
事
業
に
投
下
さ
れ
た
大
資
本
は
、
一
九
二
二
年
以
降
の
不
況
に
際
し
強
靭
さ
を
愛
揮
し
て
、
華
僑
経
替
の
衰
退
と
相
候
っ
て
支

〈

5
)

盟
権
を
そ
の
手
中
に
牧
め
る
に
至
っ
た
。
か
く
て
今
日
ま
で
、
マ
ラ
イ
庵
業
の
支
柱
と
な
っ
て
ゐ
た
も
の
は
主
と
し
て
蹴
米
人
の
資

{

6

V

 

本
の
支
配
す
る
こ
大
原
料
生
産
業
、
ゴ
ム
と
錫
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

マ
ラ
イ
牛
島
に
英
人
が
農
閤
企
業
を
起
す
に
営
っ
て
、
資
本
は
、
小
規
模
に
は
企
業
者
の
個
人
資
本
、
後
に
は
大
規
模
に
英
本
同

或
は
米
閣
の
金
融
市
場
か
ら
得
る
と
と
が
出
来
た
。
自
然
保
件
の
好
趨
友
土
地
は
向
至
る
底
に
未
聞
の
ま
』
存
在
し
て
ゐ
る
。
然
し

た
が
ら
原
生
林
を
大
商
積
に
亙
っ
て
開
墾
し
、
植
樹
し
、
管
理
し
、
探
液
し
、
加
工
す
る
多
数
の
労
働
力
1

1
英
闘
人
は
資
本
を
投
下

し
企
業
を
管
理
す
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、
営
然
英
岡
人
以
外
の
1

1

ー
を
如
何
に
し
て
調
達
す
る
か
ど
、
栽
植
企
業
の
成
立

κと
っ
て

根
本
的
な
問
題
で
あ
る
。
世
界
的
に
見
て
、
此
の
附
労
働
力
調
達
は
土
着
持
力
の
欣
態
如
何
に
依
っ
て
ご
つ
の
詮
を
取
っ
た
。
原
住
民

の
人
口
、
か
多
く
、
其
の
能
力
が
相
営
優
秀
む
場
合
に
は
、
原
住
民
の
附
労
働
の
利
用
が
営
然
行
は
れ
る
。
し
か
し
原
住
民
の
数
が
著
し

く
少
い
か
、
或
は
そ
の
世
舎
が
経
情
的
文
化
的
に
向
護
建
低
度
な
局
、
規
則
的
な
労
働
に
耐
へ
ぬ
場
合
に
は
、
よ
り
高
級
友
第
働
力

を
輸
入
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
も
栽
植
農
業
の
成
立
に
と
っ
て
資
本
の
問
題
を
除
い
て
最
も
根
本
的
な
二
つ
の
僚
件
、
債
大
友
未
整

の
沃
地
と
安
債
で
高
扱
左
隅
労
働
力
と
は
、
容
易
に
雨
立
し
難
い
も
の
で
あ
る
内
従
っ
て
、
嘗
て
西
学
球
の
熱
帯
、
西
イ
ン
ド
諸
島
と

ブ
ラ
ジ
ル
と
に
栽
植
企
業
が
勃
興
し
た
際
に
は
ア
フ
リ
カ
か
ら
白
黒
人
の
大
量
の
輸
入
が
絶
え
十
必
要
と
さ
れ
た
。
之
に
謝
し
て
東

南
ア
ジ
ア
の
熱
帯
栽
植
農
業
地
帯
は
労
働
供
給

ι関
し
て
よ
り
白
足
的
で
あ
り
、
イ
ン
ド
と
芸
?
と
を
含
め
て
考
へ
れ
ば
、
東
市
ア

英
閤
統
治
下
の
マ
ラ
イ
人
口

一一一一一



英
図
統
治
下
の
マ
ラ
イ
人
口

一
一一
一

ジ
ア
の
位
民
に
依
っ
て
完
全
に
労
働
力
を
泌
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
共
の
内
部
で
は
決
し
て
労
働
が
移
動
し
な
い
の
で
は
な
い
。
ジ
ヤ

ワ
に
於
い
て
見
る
如
き
、
完
全
に
土
地
の
原
住
民
に
依
存
し
、
労
働
力
の
移
動
の
殆
ん

E
行
は
れ
ぬ
栽
植
農
業
地
域
は
寧
ろ
例
外
で

へ
m)

ペ
叶
は
)

あ
る
。
伸
印
に
於
い
て
、
比
島
に
於
い
て
-
一
厨
著
し
く
ス
マ
ト
ラ
に
於
い
て
同
労
働
力
の
移
動
が
見
ら
れ
る
。
特
に
マ
ラ
イ
に
於
い

て
そ
れ
は
最
も
著
し
く
、
原
性
民
た
る
マ
ラ
イ
人
の
労
働
力
が
低
能
率
の
待
栽
粒
企
業
に
殆
ん
ど
利
用
し
仙
何
十
、
海
路
多
数
の
異
人

種
。
一
労
働
力
を
輸
入
し
、
そ
れ
に
依
っ
て
始
め
て
企
業
の
費
出
肢
が
貫
現
さ
れ
件
た
の
で
あ
る
。
即
英
闘
の
マ
ラ
イ
に
於
け
る
栽
杭
刷
局

国
企
業
は
、
先
づ
従
来
か
ら
此
の
地
方
に
渡
航
し
て
ゐ
た
華
僑
の
労
力
の
利
用
に
依
っ
て
開
始
さ
れ
、
大
規
模
に
殻
民
す
る
に
五
つ

て
は
、
直
接
イ
ン
ド
人
を
契
約
に
依
っ
て
招
致
し
、
或
は
新
来
の
華
僑
左
請
負
に
依
っ
て
使
用
し
た
T

耐
し
て
マ
ラ
イ
に
於
け
る
高

賃
銀
の
吸
引
力
は
年
々
多
く
の
華
僑
と
イ
ン
ド
人
労
働
者
の
政
友
マ
ラ
イ
に
賢
し
、
遂
に
今
日
原
性
の
マ
ラ
イ
人
を
凌
ぐ
多
数
の
人

口
が
此
等
の
人
躍
に
依
っ
て
市
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
て
あ
る
。

か
く
て
マ
ラ
イ
の
栽
杭
農
業
に
封
す
る
労
働
力
の
供
給
は
嘗
て
の
北
米
、
四
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
等
の
栽
枯
企
業
こ
類
似
す
る
も

の
が
あ
る
が
、
後
者
と
棋
本
的
に
相
遺
す
る
の
は
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
奴
隷
輸
出
は
常
に
一
方
的
な
移
動
で
あ
っ
た
の
に
到
し
、

マ

ラ
イ
に
年
々
流
入
す
る
華
僑
と
イ
ン
ド
人
と
は
、
同
時
に
此
の
地
に
数
年
を
過
し
た
労
働
者
の
多
数
を
絶
え
や
母
同
に
議
選
し
つ
L

あ
り
、
時
に
は
師
岡
教
の
著
L
い
超
過
を
児
る
と
と
す
ら
あ
っ
て
、
栽
植
事
業
の
必
要
と
す
る
労
働
力
と
マ
ラ
イ
に
存
在
す
る
持
働

(mv 

カ
と
が
合
致
す
る
様
な
調
節
作
用
が
結
え
や
行
は
れ
て
ゐ
る
賭
に
る
る
の
で
あ
る
。

マ
ラ
イ
中
ア
品
に
流
入
し
た
外
岡
持
働
力
は
、
市
支
一
腕
建
康
東
雨
省
か
ら
の
華
僑
移
民
と
、
イ
ン
ド
人
、
特
に
南
イ
ン
ド
の
ダ
ミ
ー

ル
人
の
移
民
で
あ
る
。
と
の
中
、
よ
り
古
い
一
時
史
を
有
す
る
の
は
華
僑
で
あ
っ
て
、
英
闘
の
支
配
が
未
だ
沿
岸
の
諸
港
の
み
に
止
り

内
陸
へ
の
進
出
の
行
は
れ
・
な
か
っ
た
時
代
か
ら
既
に
多
く
の
移
民
が
マ
ラ
イ
に
流
入
し
、
そ
の
裁
は
年
々
教
高
人
に
上
っ
た
。
一
八

八
一
年
の
人
口
調
布
常
時
海
峡
植
民
地
に
於
い
て
マ
ラ
イ
人
に
匹
敵
す
る
十
七
寓
の
華
僑
が
数
へ
ら
れ
る
に
至
っ
て
ゐ
た
。
同
年
の



華
僑
入
国
数
は
約
九
百
問
人
で
あ
り
、
十
年
後
。
一
八
九
一
年
の
入
岡
教
が
十
四
蔦
飴
人
に
増
加
し
て
ゐ
る
と
と
を
考
へ
る
と
、
既
に

一
八
八

0
年
代
に
マ
ラ
イ
へ
の
華
僑
の
入
闘
は
年
々
十
高
を
超
え
て
ゐ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
真
に
驚
く
ぺ
き
教
と
い
は
ね
ば
な
ら

(

K

U

)

(

日

目

)

ぬ
。
し
か
し
年
々
財
閥
す
る
者
の
数
も
相
常
多
い
上
に
、
移
民
が
大
部
分
男
子
で
マ
ラ
イ
で
の
自
然
増
加
が
殆
ん
ど
見
ら
れ
お
に
封

(
U
)
 

し
、
死
亡
率
は
祐
一
だ
い
両
い
の
で
結
局
純
入
園
者
数

ω
大
字
は
不
健
康
な
熱
帯
杭
民
地
に
於
け
る
勢
働
力
の
茜
し
い
消
耗
を
補
充
す
る

如
き
結
果
と
な
っ
て
ゐ
た
e

イ
ン
ド
入
の
移
民
は
、
倖
少
の
渡
航
費
す
ら
容
易
に
支
鱗
し
件
ぬ
南
イ
ン
ド
農
民
の
困
窮
の
舟
少
数
に

止
り
、
一
八
八

0
年
代
の
後
宇
に
年
々
二
高
人
程
度
の
入
闘
を
見
て
ゐ
た
が
、
高
死
亡
率
の
影
響
は
此
唱
に
も
同
じ
か
っ
た
。
さ
れ

ば
一
八
九
一
年
ま
で
の
十
年
間
に
、
海
腕
杭
民
地
の
人
口
中
、
支
那
人
の
増
加
は
五
寓
同
千
、
イ
ン
ド
人
の
増
加
は
二
高
コ
一
千
に
過

ぎ
歩
、
)
内
陸
地
方
へ
の
流
入
(
特
に
華
僑
)
を
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
十
年
間
に
優
に
百
高
に
及
ぶ
華
僑
、
十
五
高
i
二

十
前
向
と
推
定
さ
れ
る
イ
ン
ド
人
の
入
問
教
に
比
す
る
時
純
増
加
数
の
著
し
く
小
さ
い
と
と
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
八
九

0
年
代
は
、

マ
ラ
イ
聯
邦
州
地
方
の
間
諜
が
進
み
、
肘
労
働
者
の
需
要
は
い
よ
い
よ
増
加
し
、
華
僑
の
入
閣
は
常
に
卜
前
向
を

超
え
、
時
に
二
十
高
に
達
す
る
に
至
っ
た
。

イ
ン
ド
人
の
入
闘
は
前
の
十
年
に
比
し
て
あ
ま
り
増
加
せ
十
年
々
二
寓
程
度
で
あ
っ
た

が
、
雨
者
を
合
し
て
毎
年
二
十
高
近
い
移
民
が
此
の
熱
帯
植
民
地
に
流
入
し
た
。
然
し
て
此
の
期
聞
に
於
い
て
マ
ラ
イ
の
護
国
民
の
車

• 

鮎
が
地
域
的
に
は
沿
岸
の
諸
描
か
ら
内
陸
に
移
り
、
機
能
的
に
は
植
民
地
貿
易
の
中
種
地
た
る
従
来
か
ら
の
地
位

κ、
栽
培
制
民
地

及
鏑
業
植
民
地
と
し
て
の
新
た
な
重
要
性
が
加
は
り
つ

L
-
あ
っ
た
と
と
は
、
海
峡
植
民
地
の
人
口
が
十
年
間
に
六
市
内
を
増
加
し
た
の

『

mv

k
封
し
て
聯
邦
諸
州
は
賓
に
二
十
六
前
向
入
、
六
十
二
%
の
増
加
を
示
し
、
し
か
も
労
働
者
と
し
て
重
要
友
華
僑
が
碕
ん

2
7
ラ
イ
人

(幻〉

に
匹
敵
す
る
約
三
十
前
向
入
に
達
し
て
ゐ
た
と
と
で
窺
は
れ
る
。

(
次
節
以
下
附
表
一
を
参
照
ゾ

マ
ラ
イ
聯
邦
地
方
が
英
園
の
手
に
臨
し
て
以
来
確
買
に
増
加
し
来
っ
た
半
島
か
ら
の
轍
出
貿
易
は
一
八
九

0
年
代
の
後
学
か
ら
一

九
0
0年
代
の
前
半
に
か
け
て
著
し
い
護
国
民
を
示
し
、
既
に
年
々
二
十
高
に
達
す
る
華
僑
労
働
者
の
入
闘
を
以
て
し
て
も
山
阿
佐
必
大
な

英
図
統
治
ド
の
マ
ラ
イ
人
口



英
閤
統
治
下
の
マ
ラ
イ
人
口

一
三
回

労
働
需
要
に
封
し
て
絶
え
や
不
足
が
感
じ
ら
れ
て
ゐ
た
。
特
に
此
の
頃
か
ら
ゴ
ム
農
闘
の
新
設
が
い
よ
/
¥
多
く
、
之
に
必
要
な
労

働
力
を
確
保
す
る
潟
に
新
た
友
措
置
が
必
要
と
な
っ
た
。
校
初
地
理
的
に
接
近
し
人
口
調
密
な
ジ
ヤ
ワ
か
ら
新
た
に
労
働
者
の
輸
入

が
行
は
れ
、
好
成
績
を
牧
め
か
』
っ
た
が
、
之
は
従
来
ジ
ヤ
ワ
に
於
い
て
安
債
な
同
労
働
力
に
依
り
、
調
内
的
に
東
洋
最
大
の
栽
杭
設

業
を
護
建
さ
せ
て
ゐ
た
オ
ラ
ン
ダ
の
脅
威
を
感
守
る
底
と
な
り
、
蘭
印
政
府
は
ジ
ヤ
ワ
人
の
蘭
領
外
へ
の
山
労
働
移
民
を
禁
止
す
る
に

五
っ
た
。
此
の
結
果
一
九

O
四
、
五
年
頃
か
ら
ゴ
ム
農
閣
に
於
け
る
使
用
の
俄
に
増
大
し
つ
L
あ
っ
た
南
イ
ン
ド
人
(
タ
ミ

1
ル
人
)

労
働
者
の
輸
入
を
一
暦
強
化
す
る
事
と
た
り
、
共
の
渡
航
及
蹄
航
費
全
額
を
補
助
す
る
基
金
と
し
て
一
九

O
八
年
印
度
人
移
杭
基
金

F
島
田
ロ
同
S
E
W
B氏
。
ロ
吋

gL
が
農
園
経
管
者
と
政
目
輔
の
共
同
出
資
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
。

此
の
基
金
が
設
け
ら
れ
た
常
初
一
九

O
八
年
及
九
年
は
輸
出
や
L
沈
榊
し
移
民
も
幾
分
減
少
し
て
ゐ
た
が
、

一
九
一

O
年
に
始
ま

F

っ
た
ゴ
ム
景
策
は
忽
ち
労
働
需
要
の
撹
大
と
移
民
の
増
加
を
招
来
し
、
一
九
一
一
年
以
来
イ
ン
ド
人
の
入
聞
は
年
々
十
寓
を
超
え
、
来

僑
の
入
園
も
叉
昼
前
の
多
数
に

k
っ
た
。
し
か
し
一
九
一
同
年
D
第
一
次
大
鞍
勃
護
は
と
の
趨
勢
に
大
打
撃
を
興
へ
、

一
九
一
五
年

に
は
華
僑
の
入
闘
は
十
寓
を
割
る
に
至
っ
た
の
で
る
る
。
大
戟
中
一
九
一
六
年
か
ら
一
八
年
ま
で
の
移
民
教
は
不
明
で
あ
る
が
、
物

債
騰
貴
と
相
侠
っ
て
一
九
一
七
年
か
ら
二

O
年
に
か
け
輪
出
貿
易
額
は
著
し
く
増
加
し
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
や
、

年
に
於
い
て
イ
ン
ド
人
入
閣
敢
は
戟
前
の
水
準
、
華
僑
は
尚
著
し
く
職
前
に
劣
っ
て
ゐ
九

ηv

一
九
一
九
年
及
二

O

一
九

O
一
年
か
ら
一
九
一
一
一
年
ま
で
の
二
十
年
聞
は
ゴ
ム
企
業
の
勃
興
期
に
営
り
、
輪
出
は
順
調
に
年
々
増
大
し
、
原
生
林
を
聞

い
て
ゴ
ム
の
栽
培
さ
れ
た
面
積
は
二
百
寓
英
町
を
超
え
た
。
従
う
て
華
僑
と
イ
ン
ド
人
勢
働
者
の
流
入
は
十
年
代
の
後
宇
陀
大
戦
の

影
響
を
受
け
た
に
も
拘
ら
や
著
し
い
敢
に
建
し
、
年
々
の
入
園
教
は
出
園
教
を
常
に
凌
鰐
し
て
ゐ
た
。
此
等
の
老
大
友
外
岡
労
働
力

の
流
入
と
、
そ
れ
に
依
っ
て
益
々
支
配
的
と
た
る
ゴ
ム
農
園
企
業
に
封
し
、
原
住
マ
ラ
イ
人
は
依
然
水
間
小
経
替
を
櫨
値
す
る
の
み

(
お
)

で
、
栽
植
農
閣
、
特
に
ゴ
ム
農
園
と
は
硝
ん
ど
無
関
係
で
-
あ
っ
た
。
マ
ラ
イ
人
人
口
の
自
然
増
加
率
は
華
僑
及
イ
ン
ド
人
の
死
亡
趨



過
Lι

帆
制
限
を
な
し
て
年
々
十
五
%
程
度
の
出
生
超
過
を
維
持
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
払
閥
、
如
何
怒
る
死
亡
超
過
を
も
蔽
ひ
謹
す
華
僑

と
イ
ン
ド
人
の
流
入
に
は
、

マ
ラ
イ
人
の
増
加
は
芭
す
べ
く
も
な
か
っ
た
。
土
潜
水
田
粧
替
の
意
義
が
た
ピ
マ
ラ
イ
人
の
食
糧
生
産

に
の
み
限
ら
れ
、
そ
の
生
産
の
増
加
は
到
底
全
人
口
の
増
加
に
迫
持
字
、
牛
島
む
食
糧
は
シ
ヤ
ム
、
ビ
ル
マ
か
ら
の
更
に
依

存
し
、
マ
ラ
イ
人
の
水
町
耕
作
は
置
き
忘
れ
ら
れ
た
農
業
と
化
し
た
の
と
平
行
し
て
、
綿
入
口
中
に
於
い
て
マ
ラ
イ
人
の
有
す
る
意

義
は
質
的
に
量
的
に
重
要
性
を
減
歩
る
の
み
で
あ
っ
た
。

(
以
下
附
表
コ
一
を
参
照
〉

一
九
O
一
年
、

一
九
一
一
年
、

一
丸
一
一
一
年
の
入
口
調
杏
に
依
っ
て
各
人
種
の
比
率
の
理
化
を
見
る
と
、
海
峡
植
民
地
で
は
、

九

C
一
年
に
尚
三
一
七
・
六
%
を
占
め
て
ゐ
た
マ
ラ
イ
人
は
一
九
一
一
年
に
は
一
一
一
三
・
六
%
、

一
九
一
一
一
年
に
は
二
八
・
九
%
と
低
下
を

続
け
た
。
之
K
封
し
て
支
那
人
は
一
九
O
一
年
既
に
略

h
a・
数
の
四
九
去
一
%
に
建
し
、

は
五
六
・
問
%
、

一
九
一
一
年
五
了
八
%
、

一
九
一
一
一
年
に

マ
ラ
イ
入
の
約
二
傍
に
上
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
人
は
十
乃
至
十
二
%
で
あ
っ
た
。

而
し
て
此
等
三
人
種

に
到
し
て
金
マ
ラ
イ
産
業
を
支
配
す
る
欧
洲
人
ハ
犬
部
分
英
人
)
は
、
そ
の
日
町
も
集
中
し
て
ゐ
る
海
峡
植
民
地
に
於
て
す
ら
、

九

二
一
年
僅
に

0
・
九
%
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

栽
植
企
業
勃
興
の
中
心
た
る
マ
ラ
イ
聯
邦
諸
州
で
は
著
し
く
異
っ
た
傾
向
が
現
れ
た
。
此
の
地
方
の
人
口
増
加
は
最
初
の
十
年
に

五
一
一
・
八
%
、
次
の
十
年
に
二
七
・
七
U

抑
止
最
も
目
ざ
ま
し
く
、
従
っ
て
各
人
種
何
れ
も
絶
封
数
の
大
増
加
を
見
せ
た
が
、
増
加
の
最

も
著
し
か
っ
た
の
は
イ
ン
ド
人
で
あ
っ
た
。
之
は
ゴ
ム
農
国
勢
働
者
と
し
て
の
イ
ン
ド
人
の
重
要
性
を
表
は
す
も
の
に
他
な
ら
や
、

一
九
O
一
年
に
聯
邦
州
人
口
の
八
・
六
%
を
占
め
る
の
み
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
人
は
一
九
一
一
年
一
六
・
六
%
。

一
九
一
一
一
年
一
一
=
了
。

%
に
建
ー
も
ん
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
絶
封
数
で
は
之
を
凌
駕
す
る
華
僑
と
マ
ラ
イ
人
も
比
率
に
於
い
て
は
夫
々
華
僑
四
回
・
二
%
か

ら
四
了
八
%
(
一
九
一
一
)
一
一
一
七
・
一
-
一
%
ハ
一
九
二
一
)
マ
ラ
イ
人
四
六
・
O
%
か
ら
同

0
・
六
%
ハ
一
九
一
一
)
一
一
一
八
・
六
Mm
ハ一

九
二
一
〉
と
若
干
の
減
退
を
飴
儀
左
く
さ
れ
た
。

非
聯
邦
諸
州
ハ
従
来
か
ら
の
保
護
領
た
る
ジ
ヨ
ホ
ー
ル
州
に
加
ふ
る
に
、

一
九
O
九
年
北
部
の
パ

l
リ
ス
、
ケ
ダ
l

、
ケ
ラ
ン
タ

英
闘
統
治
下
の
マ
ラ
イ
人
口

日一一一五



英
図
統
治
下
の
マ
ラ
イ
人
口

一一一一ーよー・/、

く
栽
柏
企
業
も
未
護
建
な
鏡
、

ン
、
ト
レ
ン
ガ
ヌ
同
州
を
シ
ヤ
ム
闘
の
保
護
下
か
ら
奪
ふ
。
此
等
の
融
制
附
)
は
一
冗
来
マ
ラ
イ
人
の
水
間
地
帯
で
る
り
、
英
領
後
日
浅

一
九
一
一
年
一
一
一
年
に
於
い
て
マ
ラ
イ
人
の
廊
一
倒
的
優
位
は
動
か
友
か
っ
た
が
、
華
僑
と
イ
ン
ド
人

は
低
率
な
が
ら
増
加
を
見
せ
て
ゐ
た
。

斯
く
て
一
九

O
一
年
か
ら
一
九
二
一
年
に
至
る
二
十
年
間
に
、
海
峡
植
民
地
に
於
け
る
支
那
人
の
進
出
と
マ
ラ
イ
人
の
後
退
、
聯

邦
州
に
於
け
る
イ
ン
ド
人
の
崎
大
等
、
大
規
模
な
人
種
構
成
の
費
化
が
進
行
し
た
。

一
一
ト
世
紀
の
最
初
の
二
十
年
は
マ
ラ
イ
産
業
の
勃
興
期
で
あ
り
、
絶
え
ざ
る
問
護
と
仲
展
と
、
絶
え
ざ
る
移
民
の
流
入
の
時
期
で

あ
っ
た
。
然
る
に
此
の
順
調
友
二
十
年
に
封
し
て
次
の
二
十
年
は
、
少
数
の
豆
大
友
車
内
業
に
依
っ
て
一
面
的
に
支
配
さ
れ
、
叫
営
利
的

に
は
制
度
に
合
理
化
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
反
面
い
よ
/
¥
崎
形
的
な
産
業
構
成
と
な
っ
た
マ
ラ
イ
の
経
済
が
、
昼
前
の
繁
柴
を
一
不
し
、

続
い
て
恐
慌
に
見
舞
は
れ
て
激
し
く
動
揺
し
、
之
に
伴
っ
て
半
島
に
流
れ
入
る
移
民
の
波
も
時
に
高
く
時
に
低
く
、
或
は
逆
流
す
る

様
相
を
示
す
に
至
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

L

へ
戦
直
後
の
好
且
忠
誠
は
一
九
一
一

O
年
を
以
て
終
り
を
告
げ
、
同
年
末
ロ
ン
ド
ン
市
場
の
ゴ
ム
及
錫
の
相
場
は
暴
落
し
、
額
二
十
一

年
の
輸
出
額
は
二
十
年
の
半
分
以
下
に
減
退
す
る
に
至
っ
た
。
世
の
不
況
が
畑
労
働
者
入
闘
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
著
し
く
、
直
接
契
約

の
イ
ン
ド
人
勢
働
宥
は
二
十
一
年
に
前
年
の
宇
敢
以
下
に
減
じ
、
自
山
入
闘
の
多
数
を
市
め
る
華
慌
に
あ
っ
て
は
二
十
一
年
の
入
間

数
は
山
川
好
川
の
影
山
科
強
く
、
二
十
二
年
に
至
っ
て
約
六
蔦
人
を
減
じ
た
。
以
後
一
九
二
四
年
全
で
生
売
制
限
需
の
措
置
に
拘
ら
や
市

況
は
沈
滞
し
勢
働
者
入
闘
の
不
振
が
続
い
た
。

然
る
に
一
九
二
五
年
ゴ
ム
市
場
に
は
プ

1
ム
が
襲
来
し
、
そ
の
結
果
植
民
地
の
輸
出
綿
額
は
一
九
二
四
年
の
七
億
二
千
寓
海
峡
ド

ル
か
ら
一
九
二
五
年
に
は
約
ト
コ
一
億
海
峡
ド
ル
に
躍
進
し
た
。
之
に
伴
ひ
一
九
二
五
年
師
に
イ
ン
ド
人
と
華
僑
の
入
間
は
上
昇
し
、

一
九
二
六
、
二
七
年
に
至
る
や
華
何
の
入
閣
は
各
々
間
十
町
内
を
超
え
、
イ
ン
ド
人
又
約
十
二
市
内
に
建
L
、

一
九
二
七
年
に
は
雨
者
ム
口



計
入
同
数
五
十
五
前
向
を
超
え
、
未
曾
有
の
記
録
を
作
っ
た
。

(
以
下
附
表
二
を
も
参
照
)

し
か
し
此
の
好
況
も
二
十
七
年
を
境
と
し
て
下
降
に
轄
ヒ
、
コ
一
十
年

K
は
逆
に
不
況
に
突
入
し
、
一
一
一
十
一
年
よ
り
三
十
三
年
K
か

け
て
は
か
の
世
界
恐
慌
の
裡
、
輪
同
は
著
し
く
萎
縮
す
る
に
至
っ
た
。
此
の
潟
、
二
十
五
年
l
二
十
七
年
の
好
況
の
結
果
桜
度

κ膨

脹
を
見
て
ゐ
た
栽
植
事
業
と
錫
採
掘
と
は
犬
縮
少
を
徐
儀
な
く
さ
れ
、
イ
ン
ド
人
勢
働
者
は
二
十
八
年
早
〈
も
出
問
超
過
に
縛
じ
、

イ
ン
ド
人
勢
働
者
に
比
し
て
景
策
費
動
の
影
響
を
受

三
十
年
か
ら
三
十
三
年
ま
で
四
年
間
に
十
七
寓
を
超
ゆ
る
間
関
超
過
を
見
た
。

け
る
と
と
の
や
L

遅
い
華
僑
移
民
は
、

一
九
三

O
年
ま
で
轟
の
好
況
に
拙
闘
い
て
倫
多
数
渡
来
し
て
ゐ
た
が
、
不
・
況
に
向
っ
て
師
岡
者

は
増
加
し
、
遂
に
一
九
一
一
二
年
を
轄
機
と
し
て
犬
同
開
超
過
と
た
り
ご
一
年
間
に
鶴
岡
者
数
は
約
七
十
寓
、
師
岡
超
過
数
は
二
十
四
市
内

κ謹
l
た
。
此
の
閉
山
町
岡
者
の
絶
封
数
は
コ
一
十
年
一
二
十
一
年
K
最
も
多
く
、
入
問
者
数
の
減
退
と
相
候
っ
て
郎
問
超
過
教
は
ご
一
十
一

年
三
十
二
年
に
最
本
多
く
、
入
問
者
数
が
最
低
と
友
っ
た
の
は
コ
一
十
二
年
か
ら
翌
三
十
コ
一
年
に
至
っ
て
で
あ
る
と
と
は
、
景
気
の
波

動
が
移
民
の
波
動
と
な
っ
て
現
れ
る
時
、
営
然
時
間
的
に
遅
れ
を
生
や
る
の
を
示
し
て
ゐ
る
。

は
持
働
力
不
足
と
な
り
、

世
界
恐
慌
に
依
る
沈
滞
は
一
九
=
一
四
年
か
ら
'
次
第
に
上
向
に
轄
ヒ
、
他
方
不
況
の
数
年
聞
に
大
量
に
間
外
排
出
が
行
は
れ
た
結
果

一
九
三
五
年
以
降
華
僑
の
入
闘
は
再
び
増
加
し
、
以
後
概
[
て
増
大
し
つ

一
九
三
間
年
ま
づ
イ
ン
ド
入
、

L

一
九
三
八
年
に
至
っ
た
。
以
後
の
数
年
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
恐
ら
く
和
常
の
入
岡
を
見
て
ゐ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

一
九
二

O
年
以
後
の
移
民
の
出
入
が
特
に
旦
思
議
費
動
と
千
行
閥
係
に
あ
ろ
と
と
は
晶
表
に
述
べ
た
が
、
金
輸
出
額
の
過
b
T
が
ゴ
ム
と

錫
と
に
十
日
め
ら
れ
る

r料
生
産
地
で
あ
る
マ
ラ
イ
で
は
、
封
外
貿
易
に
於
け
る
輸
出
金
額
の
増
減
を
そ
の
ま
L
景
気
の
指
標
と
看
倣

仁
て
耐
者
の
閥
係
を
観
察
す
る
と
と
が
出
来
る
。
景
気
が
上
昇
す
る
と
先
づ
問
問
者
の
率
が
減
じ
、
之
と
共
に
イ
ン
ド
人
附
労
働
者
の

入
同
が
増
加
す
る
。
華
僑
の
入
閣
は
一
年
ほ
ど
後
れ
て
増
加
し
、
好
況
の
絶
頂
よ
り
も
や
L
遅
れ
て
入
岡
教
が
最
大
と
友
る
。
景
気

が
や
L

下
降
す
る
時
期
に
は
、
入
同
者
は
ま
だ
減
少
し
な
い
が
帥
問
者
は
玩
に
増
加
を
開
始
し
て
、
入
園
超
過
教
は
減
じ
、
不
況
の

英
闘
統
治
下
の
マ
ラ
イ
人
口

一一一一七



英
閤
統
治
下
の
マ
ラ
イ
人
口

一一一一八

進
行
時
に
は
入
問
者
の
減
退
と
前
期
の
入
園
者
の
多
数
の
師
閣
に
依
っ
て
出
閥
超
過
が
最
大
と
な
る
。
入
関
数
の
最
低
は
不
況
の
最

低
鮪
を
過
ぎ
て
後
始
め
て
到
達
さ
れ
る
が
、
此
の
時
に
は
既
に
過
剰
勢
力
の
大
部
分
を
排
出
し
て
師
岡
数
は
減
じ
、
出
園
超
過
は
小

と
た
る
。
や
が
て
再
び
入
閣
の
増
加
に
よ
っ
て
入
闘
超
過
が
開
始
さ
れ
る
と
と
L
た
る
。

此
の
過
程
は
栽
杭
企
業
附
労
働
者
た
る
南
イ
ン
ド
人

κ於
い
て
明
瞭
で
あ
る
。
然
る
に
同
じ
イ
ン
ド
人
に
る
っ
て
も
金
融
業
者
、
軍

人
警
察
官
等
の
多
い
少
数
の
北
イ
ン
ド
人

κ劃
し
て
は
殆
ん

E
看
取
さ
れ
ぬ
。
北
イ
ン
ド
人
は
年
々
一
路
々
同
一
の
入
闘
数
を
示
し
、

一
一
一
十
一
年
三
十
二
年
K
は
蹄
園
者
は
増
加
し
た
が
向
師
閤
超
過
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
華
山
崎
は
南
イ
ン
ド
人
に
比
し
て
自
由
移
民
的

な
性
質
が
遣
に
強
く
、
農
業
附
労
働
者
以
外
に
多
数
の
商
業
階
級
や
鎮
工
業
附
労
働
者
を
も
含
む
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
南
イ
ン
ド
人
と

ほ
立
川
様
に
大
き
左
移
民
の
動
き
を
見
せ
て
ゐ
る
。
此
の
事
か
ら
も
、
マ
ラ
イ
の
金
粧
情
機
構
に
於
い
て
、
典
砂
一
的
な
世
界
市
場
商

品
た
る
ゴ
ム
の
単
一
耕
作
が
如
何
に
中
心
的
な
意
義
を
持
っ
て
ゐ
る
か
む
推
察
さ
れ
る
。
誠
に
マ
ラ
イ
半
島
へ
の
東
亜
に
比
類
を
見

な
い
大
規
模
な
人
口
の
流
入
と
其
の
波
動
は
す
べ
て
ゴ
ム
の
生
産
を
め
ぐ
っ
て
行
は
れ
来
っ
た
の
で
あ
り
、
質
的
量
的
に
貧
弱
な
原

住
人
口
を
有
す
る
地
域
が
栽
杭
杭
民
地
と
し
て
開
聾
さ
れ
る
場
合
の
人
口
流
動
の
傾
向
を
明
瞭
に
表
明
し
て
ゐ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら

な
い
。一

九
問
一
年
六
月
末
の
マ
ラ
イ
人
口
統
計
は
英
岡
の
統
治
の
下
に
護
建
し
た
人
口
の
最
も
新
し
い
姿
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
会
人
口

(
訂
)

五
百
五
十
商
人
で
一
一
一
十
年
前
一
九
一
一
年
の
二
百
六
十
七
高
人
の
二
倍
に
建
し
て
ゐ
た
。
共
の
人
種
別
は
、
支
那
人
が
二
百
三
十
八

高
人
、
問
コ
一
・
二

μ
と
遂
に
第
一
日
慨
を
い
内
め
、
マ
ラ
イ
人
は
二
百
二
十
八
高
人
、
四
了
二
%
で
第
二
位
に
友
り
、
イ
ン
ド
人
七
十
間

二
一
一
・
一
九
%
、
欧
洲
人
三
高
一
千
人
、

0
・
六
%
、
欧
亜
混
血
人
一
寓
九
千
人
、

0
・
二
%
で
あ
っ
た
。

市
内
入
、

支
那
入
、

マ
ラ
イ
人

は
正
に
匹
敵
す
る
多
数
で
あ
り
、
イ
ン
ド
入
も
有
力
な
八
万
子
で
る
り
、
欧
洲
人
は
樹
め
て
少
数
を
以
て
支
配
的
地
位
を
山
め
て
ゐ
た
。

此
等
の
人
極
群
は
マ
ラ
イ
の
他
民
地
枇
命
日
に
於
い
て
夫
k

に
如
何
な
る
輔
自
の
意
義
を
有
し
、
相
互
に
如
何
な
る
閥
係
に
立
っ
て
ゐ



る
か
、
他
に
見
ら
れ
ね
人
種
的
錯
綜
と
高
度
に
分
化
し
た
諸
職
業
及
職
業
階
居
は
、

一
見
極
め
て
複
雑
な
欣
態
を
示
し
て
ゐ
る
の
で

る
る
。併し
・
な
が
ら
マ
ラ
イ
の
枇
A
W
H

除
、
人
種
的
に
複
雑
を
極
め
て
居
る
に
も
拘
ら
や
、
之
を
経
桝
構
成
の
闘
か
ら
見
る
時
寧
ろ
少
数
の

相
万
一
に
明
自
に
分
離
し
得
る
諸
嬰
素
か
ら
成
立
っ
て
ゐ
る
。
即
ち
マ
ラ
イ
鰹
捕
な
る
も
の
は
、
大
栽
椛
企
業
に
依
っ
て
世
界
市
場
を

《

伺

珂

}

目
椋
に
栽
培
さ
れ
る
ゴ
ム
、
同
じ
く
コ
コ
都
子
と
油
榔
子
、
錫
錆
山
事
業
、
速
く
ス
マ
ト
ラ
、
ジ
ヤ
ヮ
、
タ
ィ
、
ボ
ル
ネ
オ
等
を
も

勢
力
闘
と
す
る
荷
山
一
時
諸
港
の
商
業
、
一
自
給
自
足
的
た
マ
ラ
イ
人
の
水
岡
耕
作
と
コ
コ
郁
子
栽
培
、
此
等
を
主
要
た
構
成
要
素
と
し
、

小
寅
及
仲
買
的
商
業
、
消
費
工
業
、
加
工
工
業
等
が
副
衣
的
に
附
属
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
し
て
敏
洲
入
、
華
僑
、
イ
ン
ド
入
、

マ
ラ
イ
人
等
は
此
等
の
・
中
の
る
る
特
殊
産
業
、
叉
は
一
産
業
中
の
特
殊
友
努
働
部
門
を
夫
々
に
捲
営
し
て
屡
々
殆
ん
ど
排
他
的
友
集

固
を
形
成
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
或
る
一
機
能
の
み
を
捨
営
し
て
ゐ
る
集
圏
が
封
鎖
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

E
そ
れ
は
必
然
的
に
他
の
機

能
を
捨
賞
す
る
集
圏
と
相
互
依
存
の
観
係
に
立
つ
わ
け
で
あ
る
。
例
へ
ば
ゴ
ム
農
園
企
業
に
於
け
る
英
人
資
本
家
と
イ
ン
ド
人
勢
働

者
の
聞
の
閥
係
で
は
、
英
国
人
が
イ
ン
ド
人
を
訣
き
得
ね
の
と
金
く
同
様
に
イ
ン
ド
人
に
と
っ
て
英
閤
人
は
統
き
得
ぬ
存
在
と
な
っ

て
ゐ
た
と
言
ひ
得
る
し
、
更
に
債
く
マ
ラ
イ
の
全
経
掛
一
世
舎
が
夫
々
特
殊
な
機
能
を
有
す
る
各
人
種
の
密
接
な
相
互
依
存
を
基
礎
と

し
て
成
立
し
て
居
た
と
看
倣
さ
れ
る
。
然
し
て
斯
く
会
経
桝
枇
舎
を
一
構
成
瞳
と
し
て
成
立
さ
せ
て
ゐ
た
原
動
力
が
、
ゴ
ム
と
錫
の

純
梓
に
叫
営
利
的
な
封
世
界
市
場
生
産
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
部
は
上
暦
に
達
し
、
最
下

居
の
州
労
働
者
も
多
い
が
、
中
間
屠
と
勢
働
階
級
の
上
暦
に
於
い
て
は
肢
も
そ
の
意
義
が
大
き
い
。
イ
ン
ド
人
は
殆
ん
ど
全
部
が
附
労
働
階

各
人
種
の
批
舎
階
居
的
地
位
を
見
る
と
、
最
も
少
数
の
英
人
は
最
上
部
を
市
め
、
多
数
の
華
僑
は
、

級
、
し
か
も
下
居
に
同
局
す
る
が
、
少
数
の
特
殊

ω
者
が
中
山
居
に
位
し
て
ゐ
る
。

筏
接
な
依
存
醐
係
に
立
つ
の
に
討
し
、
よ
り
樹
立
的
な
立
場
に
あ
る
が
、
大
多
数
は
下
厨
の
献
態
に
あ
る
と
と
い
ふ
ま
で
も
た
い
。

英
関
統
治
下
の
マ
ラ
イ
人
口

マ
ラ
イ
人
は
英
人
、
華
僑
、
イ
ン
ド
人
が
相
互
に

一
三
九



英
国
統
治
下
の
マ
ラ
イ
人
口

各
人
種
は
か
く
し
て
か
な
り
明
瞭
な
上
下
の
闘
係
、
英
人
、
華
僑
、

一四

O

マ
ラ
イ
人
、

イ
ン
ド
人
の
居
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
之
を
更
に

個
々
の
陀
業
に
就
い
て
見
れ
ば
又
夫
々
硝
自
の
欣
態
が
存
す
る
。

(
以
下
引
用
す
る
職
業
統
計
の
数
字
は
一
九
一
一
二
年
営
時
の
も
の

で
あ
る
。
向
附
表
川
を
も
参
m
O
先
づ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ビ
ナ
ン
の
犬
海
港
の
繁
栄
を
荷
ふ
商
業
は
、

マ
ラ
イ
金
瞳
と
し
て
は
職
業

そ
の
職
業
人
口
の
二
三
・
五
%
に
建

人
口
の
一

0
・
七
%
を
山
め
る
の
で
あ
る
が
、
内
約
字
数
の
十
前
向
徐
人
が
海
峡
植
民
地
に
集
り
、

し
て
ゐ
る
。
と
の
商
業
人
口
は
大
銀
行
か
ら
行
商
ま
で
を
含
む
の
で
あ
っ
て
、
全
商
業
人
口
中
七
二
・
六
%
は
華
僑
に
市
め
ら
れ
、

従
っ
て
華
僑
の
商
業
上
の
教
的
に
優
勢
な
地
位
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
臥
洲
人
商
業
人
口
は

了
一
%
が
健
か
に
臥
洲
人
で
あ
る
。

そ
の
約
じ
十
一
九
%
迄
が
南
山
主
、
支
配
人
、
高
級
応
員
等
の
上
回
庖
に
位
し
、
華
僑
商
業
人
口
の
コ
一
十
三
%
に
建
す
る
呼
費
、
行
商
の

類
が
全
く
凡
ら
れ
ぬ
と
と
は
蹴
洲
人
と
華
僑
と
が
階
居
左
具
に
す
る
と
と
を
明
に
す
る
。
華
僑
に
は
小
商
応
が
多
い
の
で
「
商
府
主

支
配
人
」
の
総
数
中
来
備
は
七
十
二
%
、
欧
州
制
人
了
五
%
で
あ
る
が
二
銀
行
員
」
に
あ
っ
て
は
臥
洲
人
が
四
十
一
%
に
建
し
、
部
十

備
が
四
十
九
%
で
あ
る
と
と
か
ら
、
心
へ
商
事
機
劇
と
小
商
人
と
の
人
種
的
針
聞
が
看
取
さ
れ
る
。
金
貸
一
刷
替
業
に
イ
ン
ド
人
(
北
イ

(
均
)

ン
ド
人
)
が
組
側
山
的
で
あ
る
と
と
ハ
八
二
・
二

μ、
華
僑
は
一
七
二
三
%
)
仲
介
代
理
業
に
マ
ラ
イ
人
の
多
い
と
と
匂
も
人
種
と
閥
聯

の
あ
る
特
俄
で
あ
る
。

鉱
業
と
工
業
は
合
し
て
全
職
業
人
口
の
二
了
=
一
，
%
を
市
め
鋸
業
労
働
者
九
寓
飴
、
工
業
附
労
働
者
十
五
高
飴
で
、
前
者
は
品
川
ん

E

マ
ラ
イ
聯
邦
州
に
集
中
し
、
後
者
は
海
峡
柏
民
地
が
中
心
で
あ
る
。
此
の
部
門
で
は
健
力
と
知
力
の
優
秀
も
は
事
情
が
優
勢
で
工
業
附
労

働
者
の
じ
十
%
を
山
め
、
特
に
鉱
山
附
労
働
者
は
猫
占
的
に
九
十
%
以
上
に
建
し
て
ゐ
る
。
錫
鮪
業
経
替
管
理
者
数
で
は
華
街
は
一
断
洲

人
の
問
併
に
上
る
が
、
川
悦
近
に
は
鉱
業
に
到
す
る
支
配
艇
は
後
者
K
握
ら
れ
る
に
五
う
て
ゐ
た
。

全
局
業
人
口
の

六
0
・八
dm
を
山
め
肢
も
重
要
性
を
有
す
る
農
業
に
於
い
て
は
、
験
例
入
、
華
僑
、
イ
ン
ド
人
、

マ
ラ
イ
人
が
夫

々
腕
内
の
機
能
を
拾
常
し
て
複
雑
な
興
味
あ
る
様
相
を
呈
し
て
ゐ
る
。
臥
洲
人
は
同
よ
り
極
め
て
ゆ
敢
な
が
ら
、
そ
の
品
川
ん
ど
全
部

(
九
十
川
U
W
)

が
ゴ
ム
農
凶
企
業
の
所
有
者
又
は
管
理
者
で
る
る
。

イ
ン
ド
人
は
肢
も
特
異
性
役
有
し
、
農
業
従
事
者
の
八
十
五
%



徐
が
ゴ
ム
農
固
に
労
働
し
定
額
賃
銀
を
受
け
て
下
較
第
働
に
従
事
し
て
ゐ
る
。

五
十
高
払
闘
の
ゴ
ム
閤
勢
働
者
中
三
八
・
問
%
は
イ
ン

ド
人
で
あ
る
。
華
僑
の
ゴ
ム
関
附
労
働
者
数
は
イ
ン
ド
人
2K
殆
ん

E
匹
敵
し
、
請
負
制
度
に
依
っ
て
よ
り
熟
練
を
要
す
る
努
働
を
擦
営

し
て
ゐ
る
。
し
か
も
イ
ン
ド
人
農
業
従
事
者
が
ゴ
ム
閣
に
集
中
す
る
の
に
封
し
、
華
僑
の
農
業
者
中
四
十
一
%
は
他
の
部
門
ハ
水
回

{
M
M
)
 

を
除
く
)
に
従
事
し
、
特
に
果
貫
菰
菜
の
栽
培
を
濁
占
し
て
ゐ
る
。
叉
華
僑
鰹
替
の
ゴ
ム
園
は
概
し
て
小
規
模
で
は
あ
る
が
共
の
数

は
多
く
、
ゴ
ム
園
所
有
管
理
者
の
四
十
四
%
は
華
僑
の
山
め
る
庭
で
る
る
。
マ
ラ
イ
人
に
も
小
園
所
有
者
が
多
く
、
三
十
六
%
に
嘗

る
。
華
僑
及
マ
ラ
イ
人
に
比
し
て
イ
ン
ド
人
の
ゴ
ム
問
所
有
叉
は
管
理
者
は
皆
無
に
近
い
。

合
計
し
て
も
米
作
従
事
者
の
二
二
一
一
%

(
明
記
)

に
過
ぎ
ぬ
。
コ
一
十
八
真
人
の
マ
ラ
イ
の
水
間
耕
作
者
は
賓
に
九
十
五
%
ま
で
マ
ラ
イ
人
に
占
め
ら
れ
て
、
此
庭
に
も
叉
人
種
に
依
る

華
僑
と
イ
ン
ド
人
と
が
会
く
米
作
に
従
事
し
な
い
と
と
は
奇
異
の
感
を
輿
へ
る
ほ

E
で、

職
業
分
化
が
現
は
れ
る
。
此
の
水
凶
経
替
と
そ
は
進
歩
し
友
い
小
蛭
替
で
あ
っ
て
、
ゴ
ム
、
油
榔
子
等
の
農
園
と
金
く
異
っ
た
粧
管

円
棋
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、

マ
ラ
イ
の
全
経
楠
部
門
中
で
世
界
市
場
の
景
策
費
動
と
何
の
係
は
り
も
な
か
っ
た
唯
一
の
部
分
で
あ

っ
た
。
設
近
に
於
け
る
米
の
自
給
率
は
約
四
十
%
に
過
ぎ
や
、
従
っ
て
生
産
さ
れ
た
米
の
大
部
分
は
都
市
の
市
場
に
問
で
る
と
と
な

く
マ
ラ
イ
人
の
間
で
消
費
さ
れ
て
し
ま
っ
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

マ
ラ
イ
人
が
牟
島
の
各
人
種
中
で
調
自
の
地
位
を
占
め
る
の
は

之
に
基
い
て
ゐ
る
。
開
費
、
職
出
の
増
大
、
ゴ
ム
市
場
の
好
況
等
に
到
し
て
蹴
例
入
、
イ
ン
ド
入
、
支
那
人
が
直
接
間
接
に
抱
か
ざ

る
を
得
な
い
関
心
は
マ
ラ
イ
人
に
と
っ
て
は
長
も
無
縁
な
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

農
業
中
K
は
其
他
重
要
性
の
劣
る
諸
部
門
が
る
る
。
新
し
い
栽
植
作
物
で
あ
る
泊
卵
子
は
.
輸
出
生
産
物
で
働
側
入
と
華
僑
と
が
大

規
模
に
粧
替
し
、
財
労
働
者
は
悉
く
イ
ン
ド
人
で
あ
る
。
ゴ
ム
と
米
に
，
次
い
で
重
要
友
コ
コ
榔
子
は
元
来
原
性
民
の
食
料
で
マ
ラ
イ
人

に
依
っ
て
小
規
模
に
栽
培
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
長
近
で
は
コ
プ
ラ
採
取
の
目
的
で
栽
植
的
に
大
規
模
に
粧
管
さ
れ
マ
ラ
イ
人
と
イ
ン
ド

人
が
働
い
て
ゐ
る
。
林
業
努
働
は
七
十
七
%
ま
で
は
華
僑
で
あ
る
。

以
上
K
各
人
極
の
稽
古
し
て
ゐ
た
特
殊
の
機
能
を
略
説
し
た
。
各
人
組
は
夫
々
潤
自
の
諸
集
圏
を
形
成
し
、
し
か
も
共
等
令
部
が

英
閤
統
治
下
の
吋
ラ
イ
人
口

f'ei 



英
国
統
治
下
の
マ
ラ
イ
人
口

四

結
合
し
て
始
め
て
マ
ラ
イ
会
経
済
機
構
の
闘
治
危
巡
聴
が
可
能
な
の
で
る
っ
た
。
イ
ン
ド
人
友
く
し
て
は
ゴ
ム
、
泊
榔
子
の
栽
杭
農

闘
は
成
立
し
た
い
。
金
経
済
面
に
喰
ひ
と
み
、
特
に
商
業
鏑
工
業
に
優
位
を
市
め
る
華
僑
は
買
に
マ
ラ
イ
人
口
の
中
核
を
鴛
し
て
ゐ

る
。
少
数
の
峨
洲
人
の
川
市
し
て
ゐ
た
機
能
が
失
は
れ
L
ば
会
経
掛
は
摘
停
朕
態
陀
陥
っ
た
で
あ
ら
う
e

調
り
マ
ラ
イ
人
の
み
が
、
そ

の
と
化
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

の
大
な
る
人
口
に
も
拘
ら
や
、
水
間
耕
作
宇
一
以
て
会
人
口
を
挟
養
す
べ
き
機
能
を
果
し
得
-
な
か
っ
た
が
故
に
、
攻
第
に
附
随
的
友
も

マ
ラ
イ
半
島
は
英
闘
の
治
下
に
一
つ
の
特
異
念
植
民
地
と
な
っ
た
。
北
九
庭
を
故
郷
と
せ
ね
人
種
、
華
僑
と
イ
ン
ド
人
と
が
遂
に
金

人
口
の
過
牟
を
渦
す
と
と
L

友
り
、
原
性
マ
ラ
イ
人
は
退
歩
を
韻
け
る
の
み
で
あ
る
。
人
種
の
錯
雑
と
外
来
人
種
の
優
勢
と
の
唖
刷
、

岡
土
と
結
び
つ
い
た
統
一
的
民
放
、
雌
閣
の
如
き
観
念
の
褒
遼
は
全
く
期
待
し
得
な
い
。
し
か
も
粧
桝
的

r
d此
等
諸
人
種
は
一
つ

の
統
一
の
取
れ
た
組
織
睦
と
し
て
活
動
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
非
、
の
経
桝
は
三
つ
の
面
、
自
給
的
水
田
杭
皆
、
中
纏
貿
易
、
輪
出
注

業
と
し
て
の
鋭
鋸
業
と
栽
植
企
業
か
ら
成
り
、
長
も
新
し
く
護
展
し
た
長
後
の
面
が
結
局
全
経
慣
の
主
軸
と
・
な
っ
た
。
此
の
栽
植
企

業
に
別
し
て
英
大
友
資
本
は
投
下
さ
れ
、
原
生
林
は
拓
か
れ
、
年
に
幾
十
万
の
努
力
が
海
を
越
え
て
流
入
し
、
共
の
生
廃
物
は
世
界

市
場
を
左
右
す
る
に
至
っ
た
。
斯
く
し
て
蹴
洲
的
開
設
は
逢
行
さ
れ
、
英
閣
の
誇
る
英
領
マ
ラ
イ
植
民
地
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た。
今
我
が
軍
政
下
に
マ
ラ
イ
が
新
に
如
何
に
護
足
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
か
、
共
の
賢
情
を
十
分
計
に
し
作
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

し
か
し
英
同
統
治
に
依
っ
て
全
く
特
異
に
形
成
さ
れ
来
っ
て
ゐ
た
マ
テ
イ
に
、

一
つ
の
よ
り
正
し
い
経
情
護
展
の
方
向
を
輿
へ
、
之

を
H

が
、
臨
的
に
推
進
す
る
の
は
荒
し
容
易
な
事
業
で
は
あ
る
ま
い
。
単
一
の
世
界
市
場
商
品
を
目
標
と
す
る
経
掛
機
構
の
下
に
結
合
し

組
織
さ
れ
て
ゐ
た
諸
人
種
は
、
恐
ら
く
そ
の
喉
一
の
統
一
力
乞
失
つ
て
は
雑
然
た
る
不
統
一
の
集
合
と
化
す
る
で
あ
ら
う
。
北
方
問

州
の
タ
イ
園
へ
の
復
帥
は
マ
ラ
イ
人
の
水
同
地
帯
を
殆
ん

E
失
ふ
と
と
L
友
る
、
食
絹
の
自
給
率
を
よ
り
正
常
念
も
の
と
な
し
、
ゴ



ム
農
園
事
業
が
或
る
程
度
縮
少
さ
れ
た
場
合
に
各
人
種
に
能
力
に
膳
じ
た
新
し
い
通
営
な
労
働
を
輿
へ
る
と
と
の
み
で
も
、
買
に
山
谷

易
な
ら
ぬ
問
題
で
あ
る
。
ま
し
て
雑
然
た
る
人
種
の
集
合
に
、
統
一
さ
れ
た
積
極
的
危
意
志
を
抱
か
し
め
る
事
の
困
難
は
、
た

r
異

常
な
寅
践
的
努
力
に
依
つ
て
の
み
克
服
さ
れ
る
も
の
で
る
り
、
新
た
に
指
導
民
族
た
る
地
位
を
荷
っ
た
我
同
氏
に
謀
せ
ら
れ
た
る
住

務
の
重
大
な
る
を
忠
は
ざ
る
を
得
友
い
の
で
あ
る
。

(
怒
)

以
下
の
註
と
附
表
に
引
用
し
叉
は
計
算
の
基
礎
と
な
し
た
数
字
は
次
の
諸
蓄
を
利
用
せ
り
、
括
弧
内
の
数
字
を
以
て
夫
々
書
名
に
代
用
す
。

H

g
箆

g
g
p
g
J『
E『
】

W
C
C
W
M
∞∞伊ム
Z
C

M
H

東
亜
研
究
所
刊
南
方
統
計
要
望

同

大

南

洋

年

鑑

第

二

版

M

H

m

g

ユZ
F包
』

ra丹
E
2
0同
岳
⑦

M
W『

r
r
r
開
E
M
L
句。

岡

泰

湾

総

督

府

刊

馬

来

事

情

内

南

洋

叢

書

英

領

マ

レ

1
篤

尚
南
洋
華
僑
叢
量
一
回
英
領
馬
来
、
ピ
ル
マ
及
濠
洲
に
於
け
る
華
僑

例
何
回
同
居
コ
回
目
。
3
0ロ
H

冨
色
白
河
田
宮

制
阿
国
乱
回
目
。
。
。
円
問
。
日
開

m
E
R
E
-内

白
川
内
同
等
よ
り
の
引
用
は
特
に
原
蓄
を
琴
げ
る
こ
と
を
お
さ
ず
。

山
ス
ウ
エ
ツ
テ
ナ
ム
の
詑
遮
に
依
る
。

問
問
海
峡
値
民
地
か
ら
の
ゴ
ム
総
出
額
へ
通
過
貿
易
を
含
む
u
H

一
八
九
七
年

一
八
九
九
年

一
九
O
一
年

八
二
三
九
、
二
入
三
海
峡
ド
ル

}
六
、
一
四
九
、
七
六
ニ
グ

一
九
、
二
八
一
、
0
0
0
M
M

一
九
一
一
一
一
年

一
一
六
、
五

O
七
、
九
七
O
H

英
図
統
治
下
の
マ
ラ
イ
人
口

一
四
三



一
九
一
四
年

一
九
一
五
年

一
九
一
六
年

一
丸
一
六
年

二
潟
峡
ド
ル
は
こ
志
四
片
、
向
勝
記
載
は
す
べ
て
ド
ル
に
換
算
し
て
示
す
〉

錫

探

銭

高

と

欧

洲

人

並

華

僑

の

採

鏑

歩

合

的

華

僑

探

鏑

一

九

一

五

年

四

六

、

七

六

六

ト

ν

七
二

μ

一
九
二
Q
年

一

一

一

四

、

九

三

四

。

六

四

庁

一

九

二

五

年

四

五

、

九

二

五

ウ

五

六

グ

一
九
三

O
年

六

一

一

、

O
六

ニ

グ

三

七

。

一

九

三

五

年

四

O
、

七

五

六

グ

三

四

グ

海
峡
植
民
地
の
総
出
中
錫
と
ゴ
ム
の
占
め
る
割
合
(
通
過
貿
易
を
含
む
、
純
総
出
に
非
ず
)
付

'

h

9

2

9

4

8

3

9

8

7

5

5

 

4

%

3

1

3

5

仏

8

.

6

久

&
q
h

し

2

2

4

3

n

4

5

 

年

年

年

竿

平

年

年

Q
u

・-
4

7

9

4

7

9

G

O

O

-

-

3

3

 

0

6

n

y

n

y

n

y

n

y

n

y

内

y

一
九
一
一
一
六
年
現
在
の
」
ゴ
ム
曾
祉
に
到
す
る
投
資
額
は
五
千
五
百
二
十
七
高
英
ポ

ν
ド
で
あ
っ
ζ
企
業
投
資
総
額
の
約
三
分
の
二
を
占
め
る
。

(
H
・
G
・
キ
ヤ
ロ
ス
)

英
同
統
治
下
の
マ
ラ
イ
人
口

(4) 

(5) 

(日)

明

11.3 

i
-
o
l
 

同
制
明
u
m
A匂，

e-

b

襲
。
。

弓之

27.1 

23.3 

24.4 

22.6 

18何年

1910年

(7) (8) 

(9) 

ゴ
ム
栽
培
面
積
と
純
織
的
高

明

29.1 

19.8 

ヰミ

16.6 

1913年

1922年

1916竿

。。

一
九

O
五
年

一
九
一

O
年

一
九
一
五
年 14.1 1925年

54.1 

22.4 

20.8 

21.1 

17.8 

1928年

1931年

四
六
千
エ
ー
カ
ー

五
四
一
グ

一
、
二
九

O
N

四
四

四
一
一
、
七
七
六
、
四
入

O
グ

八
回
、
六
回
二
一
、
八
ニ

O
ゲ

一
一
一
一
九
、
二
四

O
、
一
七

OUH

二
一
六
、

O
七
九
、
四
九

O
グ

欧
洲
人
探
鎖

二
八
%

一ニムハグ

四
四
万

占ハ一一一グ

ムハムハグ

一O
悶
ロ
シ
グ
ト
シ

六
、
三

O
O汐

七
O
、六

O
O
H
H



一
九
二

O
年

二

二

八

一

グ

一

七

四

、

二

一

O
O
グ

一

九

二

五

年

一

一

、

四

七

七

汐

一

一

一

O
、
O
O
O
N
M

一
九
三

O
年

三

、

O
一
O
グ

四

四

一

二

、

0
0
0
汐

一

九

三

五

年

三

二

九

五

グ

四

一

七

、

0
0
0砂

川
交
陛
支
那
の
ゴ
ム
と
水
田
の
大
経
営
に
劉
し
ζ

、
東
京
安
南
地
方
の
安
南
人
が
流
入
し
て
ゐ
る
。

川
ル
ソ
シ
島
中
部
の
砂
纏
農
園
に
北
部
の
イ
ロ
カ
ノ
人
が
移
動
へ
多
く
出
稼
的
〉
し
て
ゐ
る
、
叉
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
ダ
パ
オ
地
方
に
は
セ
プ
地

方
の
ピ
サ
ヤ
人
が
移
住
し
て
ゐ
る
。

間
一
九
三
八
年
常
時
ジ
ヨ
ホ
ー
ル
州
ゴ
ム
農
聞
に
於
け
る
華
僑
切
付
ヱ
の
日
給
は
七
五

l
八
0
セ
ン
ト
(
出
来
高
制
、
食
住
給
月
二
九
三
七

年
シ
シ
ガ
ポ
ー
ル
に
於
け
る
プ
ム
再
製
工
場
工
員
の
日
給
は
六
五
!
八

0
セ
ン
ト
(
出
来
高
制
、
住
宅
給
輿
〉
で
あ
っ
た
。
一
九
三
八
年
の
シ

シ
ガ
ポ
ー
ル
市
場
タ
イ
米
ぺ
卸
責
F
d
相
場
を
利
用
し
て
換
算
す
る
と
七
五
セ
V

ト
は
米
七
・
三
升
に
蛍
る
ペ
米
一
ト
ン
七
石
と
す
〉
。
同
様
の

計
算
に
よ
る
主
一
九
三
七
年
梯
印
ザ
イ
ゴ
y
で
は
男
子
一
日
の
卒
均
賃
銀
米
五
・
四
升
、
比
島
マ
ニ
ラ
で
は
一
九
三
九
年
工
業
努
働
者
一
日
四
・

七
升
に
嘗
る
c

伶
傍
印
と
比
島
に
於
け
る
最
も
人
口
凋
密
の
ハ
ノ
イ
と
セ
プ
で
は
夫
々
二
・
五
升
及
三
二
升
で
あ
る
。
(
資
制
何
は
同
の
他
に
大

東
亜
統
計
叢
書
、
南
洋
議
室
胃
傍
印
篇
等
ゾ

日
栽
植
企
業
労
働
力
の
中
心
で
あ
る
南
イ
y
ド
人
の
如
き
は
近
年
蹄
図
率
著
し
〈
高
く
、
傍
働
力
の
移
住
f
見
る
よ
り
も
純
然
た
る
出
稼
ぎ
と

見
る
方
が
遁
蛍
に
な
っ
て
ゐ
る
。
一
九
二
六
年
か
ら
三
八
年
ま
で
十
三
年
間
の
臨
閤
率
は
九
六
e

八
%
に
上
る
。
華
僑
は
同
一
期
間
に
於
い
て

八
0
・
五
必
の
開
園
率
を
示
す
が
、
入
関
超
過
激
ば
倫
七
十
五
古
田
人
に
達
す
る
。
(
附
表
二
参
照
)
仲
吋

凶
華
僑
一
七
回
、
一
一
一
二
七
人
、
マ
ラ
イ
人
一
七
四
、
三
九
二
人
、
ィ

y
ド
人
三

O
、
九
八
五
人

同
一
八
八
一
!
九

0
年
間
に
度
問
、
仙
頭
、
護
州
か
ら
シ

Y
ガ
ポ
ー
ル
へ
出
ス
し
た
華
僑
の
蹄
闘
病
下
は
二
八
・
一
%
同

凶
一
入
八
一
年
か
ら
九
八
年
ま
で
に
海
峡
植
民
地
へ
入
閣
し
た
華
僑
の
男
女
比
は
男
一

0
0
に
針
し
女
問
・
四
伺

出
過
去
の
死
亡
率
が
ど
の
程
度
に
高
か
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
九
二
七
竿
に
於
い
て
海
腕
植
民
地
千
分
の
三
三
・
五
、
聯
邦
州
千
分
の

コ
一
二
二
の
死
亡
率
を
示
し
た
こ
と
か
ら
般
測
す
る
と
著
し
い
一
高
一
き
で
あ
っ
た
ら
う
c

倫
近
牢
死
亡
務
は
著
し
い
減
少
を
見
せ
て
ゐ
る
C

(

線
人

口
中
で
出
稼
ぎ
第
働
者
の
割
合
の
波
じ
た
こ
と
が
そ
の
一
因
で
あ
る
ν

同

回
近
年
定
住
人
口
の
増
加
に
伴
っ
て
華
僑
と
イ
ン
ド
人
の
男
女
比
は
次
第
に
改
善
さ
れ
、
出
生
率
が
向
上
し
、
特
に
一
九
三

0
年
代
の
恐
慌
の

際
に
努
働
者
の
大
量
闘
図
が
行
は
れ
て
後
は
出
生
は
死
亡
キ
超
渇
す
る
様
に
な
っ
た
。
華
僑
人
口
の
男
女
比
は
一
九
一
一
一
年
に
男

O
O
に
針

英
国
統
治
下
の
マ
ラ
イ
人
口

一
四
五



英
園
統
治
ド
の
マ
ラ
イ
人
口

一問中ハ

し
女
三
入
・
問
、
一
九
二
二
年
に
五
一
・
三
、
ィ

y
ド
人
は
夫
キ
四

0
・
六
と
四
八
・
ニ
で
あ
る
。
出
生
率
は
人
種
別
は
不
明
で
あ
る
が
、
全
鐙
と

し
て
も
、
男
女
比
が
良
好
と
な
り
つ
L
あ
る
但
周
年
キ
増
加
し
て
ゐ
る
。
一
一
聞
を
拳
.
け
れ
ぼ
海
峡
植
民
地
に
於
い
て
一
九
二
六
年
に
千
分
の
二
一
一
一

・
九
、
一
九
二
九
年
に
三
七
・
二
、
一
九
三
二
年
に
三
八
二
一
、
一
九
三
五
年
に
四
一
・
七
。

死
亡
率
の
獄
少
と
出
生
率
の
増
加
と
相
侯
っ
て
自
然
増
加
率
の
改
善
は
著
し
レ
。
}
九
=
一
五
年
の
自
然
婚
加
率
は
海
峡
植
民
地
千
分
の
一
六
・

七
聯
邦
州
二
千
九
、
非
聯
邦
州
一
四
・
四
、
之
に
針
し
一
九
二
六
年
に
は
海
峡
植
民
地
千
分
の
了
一
、
聯
邦
州
H
了
八
、
今
日
で
は
マ
ラ
イ

は
嘗
て
の
如
き
人
口
の
消
耗
地
で
は
な
く
な
っ
と
ゐ
る
。
同
岡

崎
一
八
九
一
年
、
華
僑
二
二
七
、
九
八
九
人
、
ィ

νド
人
五
三
・
九
二
七
人
へ
註
刊
を
参
照
)
付

仰
海
峡
一
植
民
地
は
五
一
二
、
戸
一
一
四
二
人
か
ら
五
七
二
、
二
四
九
人
に
増
加
、
聯
邦
州
は
四
一
八
、
五
二
七
人
か
ら
六
七
八
、
五
九
五
人
に
増
加
。

H

幻
マ
ラ
イ
人
一
一
一
二
一
、
四
八
六
人
、
華
僑
二
九
九
、
七
三
九
人
。
付

盟
附
表
一
診
照
o

m
q
-ブ
イ
人
の
プ
ム
長
闘
勢
働
者
数
も
ま
た
決
し
て
無
視
出
来
な
い
(
附
表
四
参
照
d

の
で
は
あ
る
け
れ
ど
、

T
ブ
イ
の
栽
植
企
業
譲
慢
の
過

穆
に
於
い
て
は
華
僑
及
イ
ン
ド
人
の
有
し
た
意
義
と
比
す
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
。

倒
一
九
一
一
年
か
ら
四
一
年
ま
で
三
十
年
間
の
年
卒
均
質
増
加
率
千
分
の
一
五
・
五
、
自
然
増
加
率
も
之
に
近
い
も
の
で
あ
ら
う
。
伺
倒

防
食
糧
自
給
に
闘
し
て
全
然
考
慮
が
挽
は
れ
な
か
っ
た
と
は
言
へ
な
い
。
濯
翫
工
事
な
ど
も
相
蛍
に
行
は
れ
た
。
し
か
し
欧
洲
人
と
華
僑
の
企

業
資
本
が
水
田
事
業
に
投
ド
さ
れ
る
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
。
企
業
的
な
水
田
の
大
経
営
が
鼓
生
し
た
傍
印
の
交
陛
支
那
等
と
比
較
す
る
と
著

し
い
相
還
が
ら
る
。

間
註
附
を
参
照
。

釘
一
八
九
一
年
以
来
の
全
マ
ラ
イ
の
人
口
増
加
。

H
伺
倒
判

一

八

九

二

ヰ

-

-

九

一

二

O
、
入
六
九
人

}
非
聯
邦
州
を
含
ま
す

一
九

O
一

年

』

一

、

二

五

O
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八
四
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年
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、
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、
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六
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一
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一

年
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五
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八
、
七
一
ご

O
人



略
面
積
百
英
町
以
上
の
経
営
が
エ
ス
テ
ー
ト
と
し
て
攻
扱
は
れ
、
之
以
下
の
も
の
は
小
園
と
檎
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
面
積
も
生
震
高
も
エ

ス
テ
ー
ト
の
宇
を
超
え
る
も
の
で
、
そ
の
意
義
は
極
め
て
大
で
あ
る
。
し
か
し
此
等
の
所
謂
小
経
営
も
雇
傭
労
力
を
使
用
し
、
純
粋
に
管
利
を

追
求
す
る
結
に
於
い
て
大
栽
植
醒
管
と
本
質
的
に
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。

均
金
商
業
人
口
中
で
イ
ン
ド
人
の
比
率
は
一
四
・
九
M

抑

制

制
二
四
・
四
%
。
一
番
多
い
の
は
や
は
り
華
僑
で
あ
る
。
同

刊
百
英
町
以
上
の
経
営
む
つ
い
て
見
る
と
華
僑
所
有
の
エ
ス
テ
ー
ト
の
平
均
面
積
は
欧
洲
入
所
有
の
五
分
の
一
程
度
で
あ
る
。

に
一
五
三

O
英
町
と
一
一
一

O
入
実
町
)
帥

制
マ
ラ
イ
人
の
農
業
従
事
者
線
数
の
六
了
八
%
に
蛍
る
。
之
に
鈎
し
て
ゴ
ム
闘
に
努
働
す
る
者
は
二

0
・
九
%
で
る
る
。
同

英
図
統
治
下
の
マ
ラ
イ
人
口

一
四
七

二
九
二
一
七
年



附表ー 最近五十年間の輸出貿易額と移民入関数

年度|続出額|華 僑 jィνド人 li年度下百云云1ィyド人
l 千f'"，-' . . _ _':1 人11 .~. _ ，千F凡 ~I

189川 125，80列 144，0661 30，183，1 1916: 492，30判 不明l 不明

92 1 134，6371 不倒 18，421il 17: 619，76引 不明| 不明

93川 144，7571 不明 18，421.1 181 6'6，47引 不明 不明

9引 173，9001 玖ラ8刻 14，901!1 19 i 8町制 70，9121 101，433 
9引 172何事 212，1941 16，0051 1920 i 1，024，04向 126，0771 9ラ，220
96川 173，7201 199，28勾 20，150:1 21 1 497，3581 191，0431 45后73

129，8961 20，599;1 22 i 543，0931 132，8861 58，674 
133，55割 18，81411 23: 713，1981 132，8861 49，5U2 

.0541 149，6971 18，9811! 241 725，0851 181，430i 43，147 
19001 2臼，6171 200，94刻 35汚 111 25 i 1，289，8851 214，6921 70，198 
011 266，ラ531 178，7781 25，35711 26 1 1 ，27~ 

021 301，4n1 207，1561 18，67511 271 1 ，06~ 
03 1 32仰 71 220川山科 28i 852，0261 388，3051 
041 312，5071 204，7961 30，75211 291 931，12判 395，4791 89針目
051 282，9601 173，1711 玖54011 1930 i 671，2141 343，5021 69，657 
061 311ρ日 176，58行 52ρ4111 31 1 429，8判 191，印01 51，576 
07 1 305，2971 227，342 
081 273，8141 153，452 

1910 

11 

12 

13 

14 

15 

97 

98 

09 281，177 
324，1881 
341，8881 
375，1281 
388，928~ 

384，1231 
4即 21)

151，752 
216，321 
269，854 
251，644 
240，979 
147，150 
95，735 

62，1301 
54，5221 
49，8171 
83.7231 

1Ml! 
106，928; 
118，583] 
不明i
75，323i 

32 366，301 

，，4741 
1，6941 

，026 

138，328 
124，460 
223，892 
278，168 
282，299: 
402，5631 
228，669; 

不明

不明

英
園
統
治
ド
の
す
ラ
イ
人
口

44，863 
45，163 
向

日

以

創

刊

1
m
明

明

R
J
F
Qノ
ぷ

υ
n
u
q
J

戸
、
!
日
¥

全
ハ
同
三
&
&
，
司
司

η
J
h
A
U

ヲ

f

p
吋
ノ

7
a

1

1

1

 

33 401，791 
566，645 

註 (1)資粉、ステ戸ツマ ν年鑑、南洋叢書英領マ v.~篇其他3

ぐ2)通貨は海峡ドルにして、1u05年以後2志4片=1ドルの交換比率なり。

ω総出額は海峡儲民地の貿易統計に依る、従ってマライよりの純輸出の他に通過 史
貿易を含むo

(4) 19日年より25年までのイyド人入園歎は南イ y!-'人のみな. .'1、北イνド人入図

は年~2 薦人程度。

〈め 1892及93年のイシド人入閥、 1922及2~竿の華僑入閣の敬字(士ステイツマン年鎌

の誤りかと想傑されるもそのま L掲ぐ。

34 

35 

36 

37 ; 

38! 
39 I 

1940
1 

581，963 
627，762 
905，106 
581，554 
750，190 
1，128，169 



附蚕二 1926年以降華僑及インド人の入間間関数伺制

英
国
統
治
ド
の
マ
ラ
イ
人
口

l華 僑 i差引出入数11じインド入国ィ y l-"ALンド会!差引出入数
人l 人 人 65F57L l 1 人

1926 I~:入 424，入 171 ， 543111 入 20， 1421 96，913
1 
117，0 入 57，08包

l出 253，0681 /"，' ， 'v '~iI ¥出 7，1291 52，838 59，9 

1927 11入 435，708 入 132，211:If ;入 21，1311 98，5671 119，6981 入 34，349
L出 303，4971 /'- ，~~'" 'i!¥出 [1，179¥ 74，170: 回，349 /'- ~ " 

1928 It入 388，3出入 88，79411f入 20，030 見 8311 72，86 出 6，268 
i出問5111 /'- uU'''''lll出 11，320 仰 091 79，1司 ' 

1929 If入 395，479 入 109，80111fス 21，6541 67，9931 89，647 入 11 .55~
l出 285，6781 ^ JU7，uv'!I1出 11，7241 66，ヲ691 78，0931 /， ' " 

f)に 343，5021 -. ryQ "Qt:11 f入 20，4521 49，2051 69，657 
1930 !) 出 314，916 入 28，雪8611¥出 14，864・ 100，452¥ I1ラ，316!，出 45，659，
1ス l州 901 '" "0 n~J入 18，435 玖141lm7

I矧 l出 304，655 出 11ペl尚 lW IM2j in，131( 出 7仰
1932 !fス 138，328 出 町 出 59，640， i 出 235，8461 m 7l，.-'lUII1出 16，2381 88，2651 104β031 

1933 I{入 124，460 出 31，17811fス 17，235 仰 出 7.418 
l出 15久638) ID J1，IIU))l出 i3;47S! 39;'103! 52;5811 Iil 1， 

1934 il 入 223，892 ス 61.639!lfス 22，287 叫 292lwm 入 73，798 
}出 [62，2531 /'- v"vulll出 15，15ラ 3ち，626: 50，78Ii"'~' 

1935 11入 278，16。2|1 入 90.986ilf入以8461 80，089 叫妨i入 36.893
l出 187，1821 /'- /vv~vlll 出 16，998 1 47，044， 64，042: /， /V， 

1936 If入 282，299 入 7ラ80111f入 18，1991 55，482[ 73，~8Il 入 9白70
l 出 206，4981 ^ ，.-'，uv'lll出 16，1381 47，号73¥ 63，7111 /'- 7，7 

1937 If入刊2，563 入 180.50211(入 22，6891 ぉ:3531 158，042:入町4
1出 222，0611 /'- <vv， /v~lll 出 17，409m8816m7

1ス 228，6691 -. "'" 111{'¥!lf入仰
193811出 175，489i 入日，180|}出 I7;2951 79; 1151 州 10 出 20，110

13年間 1入3，857，674 入 751.382'lf入 26l，454 882603 l，144m7| ス 103.647
i出 3，106，8921 /'- ，/.， l出 186，1061 8叩 04 1，0仰 101

日ト1
1¥. 



英
関
統
治
ド
の
マ
ラ
イ
人
口

村岡国側

|明 ~7イ人|支部人|イ γ ド人(獄測人 l 隊車人|
18814%5.945%.9118%.2%-ii% 一

1891 41.6 10.5 不明 不明

1901 37.6 不明 不明

海峡植民地 1911 33.6 11 1.1 

1921 28.9 11 

1931 25.6 11.9 0.9: 

1941 21.7 10.4 

1901 46.0 44.2 8.6 不明

1911 40.6 41.8 16.6 0.3 

聯 邦 チl'I 1921 38.6 37.3 23.0 0.4 

1931 34.7 41.5 22.2 0.4 

1941 32.6 44.7 21.1 0.5 0.21 

1911 82.9 12.1 0.0 

割
1921 77.0 15.8 0.0 

非聯邦州
7. 1931 69.2 不明

1941 66.5 6. 0.1 

1911 53.8 0.4 

1921 49.2 35.0 14.0 0.4 0.4 
金マラ イ

1931 39.0 14.2 不明 不明

1941 41.3 43.2 13.5 0.6 0.3 

人口中各人種の割合の境化附表三

一
五

O
1881年海峡植民地の比率は敵洲人等の数が不明なる篤マライ、支那、インド人の比

率の合計を 100となる様にして計算したものなれば此等は賓際よりも幾分大となり

たり。

註



附表四 マライ聯邦に於ける各人種の経桝的地位く19:31年)

英
園
統
治
下
の
マ
ラ
イ
人
口

|欧洲人l支那人|ィ νド人|マライ人|
計13d 

人
7，29人1 5人6 6，01人2 漁 業

米 作 1，038 1，892 89，122 92 

1，121i 1，514 58 2，723 5，4161 
ゴム差是園
努働 100，789 131，099 48，443 280，331 

11 23 9 1，413 1，456 

義国 傍働 1，256 8.010 10，194 19，510， 

業他 の 農業 23 16，115 9，833 25，ラ49 51，520 

48 214 8 270 
錫鏡業
労働 282 70，704 4，622 1，008 76，616 

業 )i所有経営 246 16，894 1，049 22，617 
簡
使用人 16，576 3， 646 21，156 

計

註 Rupert E皿erson著 MALAYSIA 183頁より引用

特に大なる数に下線を施す。

ヨ王


